
裁

決

書

奈
良
県
奈
良
市
法
蓮
佐
保
山
一
ー
四
ー
一
六

審
査
申
立
人
総
代

山

下

真

奈
良
県
奈
良
市
中
山
町
西
二
ー
九
五
〇
ー
三
二

審
査
申
立
人

川

野

惠

子

奈
良
県
奈
良
市
富
雄
元
町
四
ー
四
ー
四
八

同

久

保

美
佐
子

奈
良
県
奈
良
市
鳥
見
町
四
ー
一
ー
二

二
ー
四
〇
四

同

手

塚

和

子

奈
良
県
奈
良
市
紀
寺
町
八
八
三
ー
二

同

清

水

徳

正

奈
良
県
奈
良
市
今
御
門
町
一
〇
ー
二
ー
四
〇
二

同

岩

橋

正

己

奈
良
県
奈
良
市
今
御
門
町
一
〇
ー
二
ー
四
〇
二

同

岩

橋

直

子

奈
良
県
奈
良
市
富
雄
元
町
一
ー
二
一
ー
一
ー
七
一
四

同

増

田

宏

文

奈
良
県
奈
良
市
富
雄
元
町
一
ー
二
一
ー
一
ー
七
一
四

同

増

田

淳

代

奈
良
県
奈
良
市
水
門
町
三
七
ー
四

同

菅

沼

猛

奈
良
県
奈
良
市
あ
や
め
池
北
三
ー
三
ー
五
七

同

菅

野

明

弘

奈
良
県
奈
良
市
富
雄
北
一
ー
一
八
ー
Ｂ
ー
三
〇
一

同

宮

川

秀

樹

奈
良
県
奈
良
市
富
雄
北
一
ー
一
八
ー
Ｂ
ー
三
〇
一

同

宮

川

三
千
代

奈
良
県
奈
良
市
法
蓮
佐
保
山
一
ー
三
ー
一
一

同

菊

山

弘



奈
良
県
奈
良
市
法
蓮
佐
保
山
一
ー
三
ー
七

同

今

西

伸

之

奈
良
県
奈
良
市
法
蓮
佐
保
山
一
ー
三
ー
七

同

今

西

幸

子

奈
良
県
奈
良
市
法
蓮
佐
保
山
一
ー
三
ー
七

同

今

西

理

乃

奈
良
県
奈
良
市
法
蓮
佐
保
山
一
ー
三
ー
七

同

今

西

康

仁

奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
二
一
四
ー
一
ー
九
〇
七

同

中

村

秀

行

奈
良
県
奈
良
市
高
畑
町
一
二
六
九
ー
三

同

廣

敦

子

奈
良
県
奈
良
市
高
畑
町
一
三
六
五

同

三

谷

早

苗

奈
良
県
奈
良
市
東
紀
寺
町
一
ー
一
六
ー
一

同

堤

ひ
と
み

奈
良
県
奈
良
市
高
畑
町
四
四
五
ー
一

同

吉

川

浩

奈
良
県
奈
良
市
高
畑
町
四
四
五
ー
一

同

吉

川

明

美

奈
良
県
奈
良
市
富
雄
北
一
ー
一
六
ー
Ｊ
ー
三
〇
一

同

成

尾

幸

雄

奈
良
県
奈
良
市
富
雄
北
一
ー
一
六
ー
Ｊ
ー
三
〇
一

同

成

尾

敏

子

奈
良
県
奈
良
市
富
雄
北
一
ー
一
六
ー
Ｊ
ー
三
〇
一

同

成

尾

亜
矢
子

奈
良
県
奈
良
市
山
陵
町
一
〇
五
五
ー
一
〇

同

前

田

新

作

奈
良
県
奈
良
市
山
陵
町
一
〇
五
五
ー
一
〇

同

前

田

み
ゆ
き



奈
良
県
奈
良
市
五
条
西
一
ー
三
六
ー
三
ー
一

同

戸

津

裕

明

奈
良
県
奈
良
市
五
条
西
一
ー
三
六
ー
三
ー
一

同

戸

津

音

和

奈
良
県
奈
良
市
高
畑
町
一
三
五
八

同

六

本

甚

雄

奈
良
県
奈
良
市
高
畑
町
一
三
五
八

同

六

本

雅

子

奈
良
県
奈
良
市
西
包
永
町
四
三

同

倉

本

み
ゆ
き

奈
良
県
奈
良
市
山
陵
町
一
〇
九
四
―
四

同

川

井

惠
美
子

奈
良
県
奈
良
市
敷
島
町
一
ー
五
四
八
ー
一
〇

同

井

上

雅

由

奈
良
県
奈
良
市
東
向
中
町
一
一

同

木

村

有

香

奈
良
県
奈
良
市
後
藤
町
一
二
ー
二

同

坂

井

美
穂
子

奈
良
県
奈
良
市
鳥
見
町
四
ー
二
ー
一
九
ー
一
〇
四

同

堀

坂

惠

子

奈
良
県
奈
良
市
高
天
市
町
一
一

高
天
飯
田
ビ
ル
四
〇
一

中
川
和
男
法
律
事
務
所

審
査
申
立
人
総
代
代
理
人

弁
護
士

中

川

和

男

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
四
ー
九
ー
一
二

リ
ー
ガ
ル
西
天
満
ビ
ル
六
〇
一

三
木
秀
夫
法
律
事
務
所

同

同

三

木

秀

夫

大
阪
府
大
阪
市
北
区
南
森
町
一
ー
三
ー
二
七

南
森
町
丸
井
ビ
ル
四
階

塩
野
山
下
法
律
事
務
所

同

同

塩

野

隆

史

奈
良
県
奈
良
市
登
大
路
町
五



修
徳
ビ
ル
一
階

登
大
路
総
合
法
律
事
務
所

同

同

田

中

啓

義

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
二
ー
八
ー
一

大
江
ビ
ル
五
〇
五

秋
田
仁
志
法
律
事
務
所

同

同

秋

田

仁

志

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
四
ー
一
五
ー
一
八

プ
ラ
ザ
梅
新
五
階
五
一
一

勝
部
・
髙
橋
法
律
事
務
所

同

同

髙

橋

司

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
一
ー
九
ー
一
三

パ
ー
ク
ビ
ル
中
之
島
六
階
六
〇
五

巽
・
中
川
法
律
事
務
所

同

同

中

川

元

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
四
ー
九
ー
一
二

リ
ー
ガ
ル
西
天
満
ビ
ル
八
〇
五

加
藤
高
志
法
律
事
務
所

同

同

加

藤

高

志

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
五
ー
一
ー
九

新
日
本
曽
根
崎
ビ
ル
九
階

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
法
律
事
務
所

同

同

畠

田

健

治

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
四
ー
三
ー
二
五

梅
田
プ
ラ
ザ
ビ
ル
九
階

大
川
・
村
松
・
坂
本
法
律
事
務
所

同

同

坂

本

団

奈
良
県
奈
良
市
高
天
町
一
九
ー
一

奈
良
今
西
ビ
ル
四
階

古
都
の
風
法
律
事
務
所

同

同

山

﨑

靖

子

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
三
ー
一
ー
六

辰
野
西
天
満
ビ
ル
四
階

原
・
国
分
・
長
部
法
律
事
務
所

同

同

長

部

研
太
郎

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
四
ー
一
ー
四

第
三
大
阪
弁
護
士
ビ
ル
一
階

岡
本
・
豊
永
法
律
事
務
所

同

同

豊

永

泰

雄

奈
良
県
奈
良
市
高
天
町
一
一



高
天
飯
田
ビ
ル
六
階

や
す
ら
ぎ
法
律
事
務
所

同

同

北

條

正

崇

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
四
ー
九
ー
一
二

リ
ー
ガ
ル
西
天
満
ビ
ル
四
〇
三

甲
斐
・
広
瀬
法
律
事
務
所

同

同

甲

斐

み
な
み

奈
良
県
奈
良
市
高
天
市
町
一
一
ー
一

高
天
飯
田
ビ
ル
五
階

奈
良
パ
ー
ク
法
律
事
務
所

同

同

中

西

伸

之

奈
良
県
奈
良
市
佐
紀
町
四
七
ー
一

岡
本
ビ
ル
二
階

安
藤
法
律
事
務
所

同

同

安

藤

昌

司

奈
良
県
奈
良
市
学
園
北
一
ー
一
一
ー
四

エ
ル
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
学
園
前
四
〇
一

学
園
前
総
合
法
律
事
務
所

同

同

畠

中

孝

司

奈
良
県
奈
良
市
登
大
路
町
五

修
徳
ビ
ル
四
階
四
〇
一

か
す
が
の
法
律
事
務
所

同

同

今

治

周

平

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
四
ー
四
ー
一
二

近
藤
ビ
ル
八
階

甲
斐
法
律
事
務
所

同

同

甲

斐

直

恵

右
記
審
査
申
立
人
（
以
下
「
申
立
人
」
と
い
う
。
）
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
五
日
付
け
で
提
起
の

あ
っ
た
同
年
七
月
九
日
執
行
の
奈
良
市
長
選
挙
（
以
下
「
本
件
選
挙
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
当
選
の

効
力
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
、
奈
良
県
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
当
委
員
会
」
と
い
う
。

）
は
、
次
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

主

文

本
件
審
査
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
。



審
査
の
申
立
て
の
要
旨

申
立
人
は
、
本
件
選
挙
の
当
選
の
効
力
に
関
し
、
奈
良
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
市
委
員
会
」

と
い
う
。
）
が
行
っ
た
異
議
の
申
出
を
棄
却
す
る
決
定
（
以
下
「
原
決
定
」
と
い
う
。
）
の
取
消
し
を

求
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
審
査
申
立
書
、
反
論
書
及
び
申
立
人
の
口
頭

意
見
陳
述
の
結
果
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

本
件
選
挙
の
開
票
結
果
は
、
候
補
者
仲
川
元
庸
（
以
下
「
仲
川
候
補
」
と
い
う
。
）
六
一
、
九

三
四
票
、
次
点
で
あ
る
候
補
者
山
下
真
（
以
下
「
山
下
候
補
」
と
い
う
。
）
五
九
、
九
一
二
票
で

あ
り
、
そ
の
得
票
差
は
二
、
〇
二
二
票
で
あ
っ
た
。
仲
川
候
補
の
得
票
に
関
し
、
一
旦
疑
問
票
と

さ
れ
た
後
、
有
効
と
な
っ
た
票
が
少
な
く
と
も
四
、
四
三
四
票
あ
り
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
票
が
疑

問
票
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
自
体
が
異
例
で
あ
る
。

二

具
体
的
に
は
、
開
票
率
八
五
・
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
の
市
委
員
会
に
よ
る
開
票
結
果
の
発
表
後
、

に
ん
べ
ん
の
無
い
「
中
川
」
と
書
か
れ
た
票
（
以
下
「
「
中
川
」
票
」
と
い
う
。
）
が
二
、
五
〇

〇
票
追
加
さ
れ
、
さ
ら
に
開
票
率
九
五
・
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
の
市
委
員
会
に
よ
る
開
票
結
果
の

発
表
後
、
一
旦
疑
問
票
に
分
類
さ
れ
た
後
で
有
効
票
と
さ
れ
た
一
、
九
三
四
票
が
追
加
さ
れ
、
開

票
率
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
二
、
五
〇
〇
票
と
一
、
九

三
四
票
を
足
し
合
わ
せ
た
四
、
四
三
四
票
は
、
一
旦
疑
問
票
と
さ
れ
た
後
、
有
効
と
な
っ
た
票
で

あ
る
と
い
え
る
。

三

ま
た
、
山
下
候
補
の
得
票
に
関
し
て
、
一
旦
疑
問
票
に
分
類
さ
れ
た
後
で
有
効
票
と
さ
れ
た
も

の
が
九
一
二
票
あ
る
が
、
現
在
無
効
票
に
分
類
さ
れ
て
い
る
二
、
九
五
一
票
の
う
ち
、
一
旦
疑
問

票
に
分
類
さ
れ
た
後
で
無
効
票
と
さ
れ
た
票
が
何
票
か
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

四

右
記
一
～
三
の
よ
う
な
、
一
旦
疑
問
票
と
し
て
判
断
に
付
さ
れ
た
多
く
の
票
の
有
効
無
効
の
判

断
が
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
公
選
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
及

び
裁
判
例
に
合
致
す
る
か
否
か
に
よ
り
、
当
選
の
効
力
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

「
中
川
」
票
の
割
合
が
、
平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
一
日
執
行
の
前
回
奈
良
市
長
選
挙
（
以
下
「

前
回
選
挙
」
と
い
う
。
）
の
と
き
の
割
合
と
同
程
度
か
否
か
と
い
う
検
証
も
必
要
で
あ
る
。

五

そ
し
て
、
こ
の
疑
問
票
の
判
定
に
あ
た
り
、
「
開
票
所
内
に
お
い
て
、
あ
る
選
管
職
員
よ
り
「

山
下
候
補
の
得
票
に
係
る
疑
問
票
を
全
て
無
効
に
せ
よ
。
」
な
ど
と
す
る
指
示
が
さ
れ
、
公
平
性

を
欠
く
処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
。
」
と
の
通
報
が
、
開
票
に
従
事
し
た
市
職
員
か
ら
申
立
人
宛
て

に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
委
員
会
は
「
選
挙
会
の
責
任
者
等
へ
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
、



そ
の
よ
う
な
事
実
は
無
い
。
」
と
し
て
い
る
が
、
市
委
員
会
が
行
っ
た
と
す
る
調
査
に
つ
い
て
は
、

極
め
て
簡
潔
な
も
の
で
、
そ
の
調
査
の
信
憑
性
な
ど
は
全
く
担
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
言
え
ず
、

信
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

六

併
せ
て
、
「
現
市
長
で
あ
る
仲
川
候
補
は
、
選
挙
会
に
お
い
て
、
開
票
本
部
や
疑
問
票
を
取
り

扱
う
重
要
な
係
（
リ
ジ
ェ
ク
ト
係
、
調
査
係
）
に
、
自
ら
の
側
近
職
員
を
意
図
的
に
配
置
し
て
い

る
。
」
と
の
通
報
も
、
開
票
に
従
事
し
た
市
職
員
か
ら
申
立
人
宛
て
に
あ
っ
た
。

七

ま
た
、
投
票
日
当
日
の
報
道
機
関
の
出
口
調
査
結
果
で
は
、
審
査
申
立
人
が
優
勢
だ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
出
口
調
査
結
果
と
開
票
結
果
が
異
な
る
と
い
う
異
例
な
こ
と
か
ら
、
開
票
結
果

に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
有
権
者
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
委
員
会
は
「
報
道
機
関
の

出
口
調
査
は
限
ら
れ
た
標
本
に
基
づ
く
サ
ン
プ
ル
調
査
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

正
確
な
も
の
で
は
な
い
。
」
と
し
て
い
る
が
、
報
道
機
関
の
出
口
調
査
結
果
と
開
票
結
果
が
異
な

る
こ
と
は
稀
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

八

さ
ら
に
、
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
二
日
執
行
の
春
日
部
市
長
選
挙
（
以
下
「
春
日
部
市
長
選

挙
」
と
い
う
。
）
で
は
、
八
票
差
で
次
点
候
補
が
敗
れ
、
「
開
票
の
結
果
に
疑
義
が
あ
る
。
」
と

し
て
有
権
者
ら
か
ら
提
出
さ
れ
た
異
議
申
出
書
に
対
し
て
、
春
日
部
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
同
年

十
二
月
十
六
日
に
再
点
検
を
行
っ
た
。
再
点
検
の
結
果
、
得
票
差
が
八
票
差
か
ら
五
票
差
に
縮
ま

り
、
当
選
の
効
力
に
は
異
動
を
生
じ
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
よ
う
に
、
故
意
か
過
失
か
は
別
と

し
て
、
再
点
検
に
よ
り
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
有
効
無
効
判
断
が
変
わ
る
こ
と
に
な
る
の
は
決
し

て
異
例
の
こ
と
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
開
票
の
経
緯
と
結
果
に
疑
義
が
あ
る
場
合
は
、
春
日
部
市

選
挙
管
理
委
員
会
の
よ
う
に
、
全
て
の
投
票
用
紙
の
再
点
検
を
即
座
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

九

以
上
の
よ
う
に
、
開
票
の
経
緯
と
結
果
に
は
多
く
の
疑
義
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
市
委
員
会

は
、
「
申
立
人
の
選
挙
立
会
人
も
含
め
て
全
て
の
選
挙
立
会
人
か
ら
異
議
等
も
無
く
、
開
票
作
業

は
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、
公
選
法
上
、
立
会
人
の
意
見
は
参
考
に

過
ぎ
ず
、
有
効
無
効
決
定
の
具
体
的
な
内
容
や
理
由
が
述
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
決
定
の
適
法

性
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
山
下
候
補
の
立
会
人
は
、
個
々
の
疑
問
票
の
有
効
無

効
の
判
断
及
び
票
束
の
掲
示
確
認
に
つ
い
て
は
確
認
印
を
押
し
て
い
る
が
、
最
終
的
に
選
挙
の
成

立
を
認
め
る
か
ど
う
か
の
（
開
票
録
へ
の
）
確
認
印
の
押
印
は
拒
否
し
て
い
る
。
本
件
で
問
わ
れ

て
い
る
の
は
、
開
票
管
理
者
の
投
票
の
効
力
に
係
る
判
断
が
、
法
や
判
例
に
照
ら
し
て
合
理
的
か

否
か
で
あ
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
一
旦
疑
問
票
と
さ
れ
た
投
票
の
数
、
内
訳
、
そ
の
有
効
無
効

の
判
断
を
知
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
投
票
用
紙
の
調
べ
直
し
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。



裁
決
の
理
由

当
委
員
会
は
、
本
件
審
査
の
申
立
て
を
適
法
な
も
の
と
認
め
て
受
理
し
、
市
委
員
会
か
ら
弁
明
書
及

び
関
係
書
類
を
、
申
立
人
か
ら
は
反
論
書
を
そ
れ
ぞ
れ
徴
し
た
。
さ
ら
に
、
申
立
人
か
ら
口
頭
に
よ
る

意
見
の
陳
述
を
受
け
、
職
権
に
よ
り
必
要
な
資
料
の
提
出
及
び
質
問
を
求
め
た
上
で
、
慎
重
に
審
理
し

た
。お

よ
そ
当
選
の
効
力
に
関
す
る
争
訟
は
、
当
選
人
決
定
に
つ
い
て
の
違
法
、
す
な
わ
ち
○一
当
選
人
を

決
定
し
た
機
関
の
構
成
や
決
定
手
続
き
に
違
法
が
あ
る
こ
と
、
○二
各
候
補
者
の
有
効
得
票
数
の
算
定
手

続
き
に
違
法
が
あ
る
こ
と
、
○三
当
選
人
と
な
り
う
る
資
格
の
有
無
の
認
定
に
つ
い
て
違
法
が
あ
る
こ
と

を
主
張
し
て
争
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
東
京
高
等
裁
判
所
昭
和
二
十
八
年
二
月
十
七
日
判
決
、
名
古

屋
高
等
裁
判
所
平
成
四
年
十
二
月
十
七
日
判
決
）
。

そ
こ
で
、
当
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
、
本
件
選
挙
の
当
選
が
無
効
と
さ
れ
る
場
合
に
該
当

す
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

申
立
理
由
一
～
四
に
つ
い
て
（
疑
問
票
の
数
等
に
つ
い
て
）

市
委
員
会
に
お
い
て
は
、
開
票
事
務
に
つ
い
て
の
執
行
要
領
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

（一）
よ
れ
ば
、
開
票
管
理
者
の
下
、
開
票
事
務
に
携
わ
る
主
な
係
と
し
て
、
左
記
の
係
を
配
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
た
。

ア

開
披
係

開
披
台
の
投
票
用
紙
を
混
同
し
、
開
披
し
た
投
票
用
紙
を
集
計
パ
ッ
ク
に
入
れ
、

第
一
連
絡
係
に
回
付
す
る
。

イ

第
一
連
絡
係

投
票
用
紙
を
選
挙
ご
と
に
区
分
し
分
類
機
操
作
係
に
回
付
す
る
。

ウ

分
類
機
操
作
係

投
票
用
紙
読
取
分
類
機
（
以
下
「
分
類
機
」
と
い
う
。
）
を
使
い
、
各

候
補
者
票
等
に
分
類
し
、
種
類
ご
と
に
集
計
パ
ッ
ク
に
区
分
し
回
付
す
る
。

エ

リ
ジ
ェ
ク
ト
係

分
類
機
が
読
め
な
か
っ
た
票
を
分
類
し
、
明
ら
か
に
有
効
に
区
分
で
き

る
票
以
外
は
、
疑
問
票
、
白
紙
投
票
等
に
分
類
し
、
第
二
連
絡
係
に
回
付
す
る
。

オ

第
二
連
絡
係

各
候
補
者
票
を
点
検
係
に
、
白
紙
投
票
を
無
効
分
類
係
に
、
疑
問
票
を
調

査
係
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
回
付
す
る
。

カ

点
検
係

候
補
者
別
に
分
類
さ
れ
た
投
票
を
、
有
効
投
票
か
ど
う
か
確
実
に
点
検
し
計
数

係
に
回
付
し
、
有
効
無
効
の
審
査
を
要
す
る
投
票
は
調
査
係
に
回
付
す
る
。



キ

計
数
係

候
補
者
別
投
票
を
投
票
用
紙
計
数
機
を
使
用
し
て
計
数
し
、
百
票
や
五
百
票
単

位
に
区
分
し
第
三
連
絡
係
に
回
付
す
る
。

ク

第
三
連
絡
係

端
数
票
を
集
め
百
票
や
五
百
票
束
の
分
類
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
五
百

票
束
を
有
効
投
票
係
に
回
付
す
る
。

ケ

有
効
投
票
係

五
百
票
束
を
確
認
し
、
千
～
二
千
票
を
単
位
と
し
て
、
開
票
立
会
人
や
開

票
管
理
者
に
持
ち
回
り
決
定
を
受
け
る
。
開
票
立
会
人
、
開
票
管
理
者
の
押
印
後
、
そ
れ
ら

の
票
を
有
効
投
票
集
積
台
に
集
積
す
る
。

コ

集
計
係
・
パ
ソ
コ
ン
係

有
効
投
票
集
積
台
の
候
補
者
別
の
五
百
票
束
を
整
理
台
に
集
積

し
、
概
ね
三
十
分
毎
に
投
票
の
集
計
を
行
い
、
中
間
発
表
資
料
を
作
成
す
る
。

サ

調
査
係

疑
問
投
票
を
実
例
判
例
等
に
よ
り
、
有
効
・
無
効
を
審
査
し
、
明
ら
か
に
有
効

と
認
め
ら
れ
る
票
を
候
補
者
別
に
分
類
し
計
数
係
に
回
付
す
る
。
有
効
無
効
に
つ
い
て
疑
問

の
あ
る
票
は
開
票
立
会
人
、
開
票
管
理
者
に
持
ち
回
り
し
、
開
票
管
理
者
に
効
力
の
決
定
を

求
め
る
。
按
分
票
は
按
分
係
に
、
無
効
投
票
は
無
効
分
類
係
に
回
付
す
る
。

シ

按
分
係

按
分
票
を
、
按
分
に
関
係
す
る
候
補
者
の
有
効
投
票
数
に
応
じ
て
按
分
計
算
し
、

そ
の
結
果
を
集
計
係
に
報
告
す
る
。

ス

無
効
分
類
係

無
効
投
票
を
点
検
、
確
認
し
、
事
由
別
に
分
類
す
る
。
無
効
投
票
の
分
類

が
終
了
し
た
ら
、
開
票
立
会
人
や
開
票
管
理
者
に
持
ち
回
り
説
明
を
す
る
。
決
定
後
、
有
効

投
票
と
別
に
保
管
し
、
集
計
が
で
き
た
ら
集
計
係
に
報
告
す
る
。

開
票
所
に
お
け
る
有
効
無
効
の
判
断
は
、
公
選
法
第
六
十
七
条
に
お
い
て
「
投
票
の
効
力
は
、

（二）
開
票
立
会
人
の
意
見
を
聴
き
、
開
票
管
理
者
が
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ

て
お
り
、
本
件
選
挙
に
お
け
る
疑
問
票
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
右
記
調
査
係
が
持
ち
回
り
を

し
、
開
票
立
会
人
が
確
認
し
そ
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
開
票
管
理
者
が
決
定
し
て
お
り
、
手
続

上
の
瑕
疵
は
認
め
ら
れ
な
い
。

当
委
員
会
が
申
立
人
の
主
張
に
基
づ
き
、
市
委
員
会
に
資
料
徴
求
及
び
質
問
を
行
っ
た
と
こ

（三）
ろ
、
分
類
機
に
よ
る
有
効
無
効
の
識
別
設
定
は
、
本
名
若
し
く
は
立
候
補
時
に
認
定
の
あ
っ
た

通
称
名
又
は
そ
の
一
部
を
記
載
し
た
も
の
以
外
は
有
効
と
し
な
い
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、

「
中
川
」
票
を
含
め
、
多
く
の
票
が
疑
問
票
と
し
て
判
断
に
付
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
疑

問
票
の
数
に
つ
い
て
は
、
そ
の
記
録
等
に
つ
い
て
作
成
や
保
管
を
義
務
づ
け
る
法
的
な
規
定
が

存
在
せ
ず
、
市
委
員
会
に
そ
の
内
容
に
関
す
る
資
料
等
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
申
立
人
が
主

張
す
る
事
実
の
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
申
立
人
が
主
張
す
る
疑
問
票
の
数
に
つ
い
て



は
、
山
下
候
補
の
立
会
人
や
報
道
機
関
の
目
視
に
よ
る
情
報
を
一
部
根
拠
に
し
て
お
り
、
さ
ら

に
、
市
委
員
会
は
、
申
立
人
が
主
張
す
る
疑
問
票
の
中
に
は
、
一
部
完
全
な
有
効
票
の
束
も
含

ま
れ
て
い
る
と
の
主
張
を
し
て
い
る
た
め
、
申
立
人
が
主
張
す
る
疑
問
票
の
数
に
つ
い
て
は
、

可
能
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
票
数
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
仮
に
申
立
人
が
主
張
す
る
事
実
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
疑
問
票
の
多
寡

を
言
及
す
る
も
の
に
と
ど
ま
り
、
開
票
手
続
き
の
適
法
性
を
疑
う
合
理
的
な
理
由
及
び
指
摘
は

な
い
。
ま
た
、
「
中
川
」
票
の
割
合
が
、
前
回
選
挙
の
と
き
の
割
合
と
同
程
度
か
否
か
と
い
う

検
証
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
も
、
疑
問
票
の
多
寡
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
々
に

よ
り
幅
が
あ
る
の
は
当
然
に
想
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
単
純
比
較
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
前
回
選
挙
の
検
証
を
行
う
こ
と
を
必
要
と
す
る
に
足
る
合
理
的
な
理
由
は
認
め
ら
れ

な
い
。

二

申
立
理
由
五
に
つ
い
て
（
疑
問
票
の
判
断
に
つ
い
て
の
市
職
員
か
ら
の
通
報
）

「
疑
問
票
の
判
断
に
つ
い
て
公
平
性
を
欠
く
処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
。
」
と
の
市
職
員
か
ら

（一）
の
通
報
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
当
委
員
会
は
、
申
立
人
及
び
市
委
員
会
に
対

し
、
職
権
に
よ
り
必
要
な
資
料
の
提
出
及
び
質
問
を
求
め
た
。
そ
の
経
緯
及
び
結
果
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

ア

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日
、
当
委
員
会
は
、
公
選
法
第
二
百
十
六
条
第
二
項
に
よ
り
準

用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
。
以
下
「
行
服
法
」
と
い
う
。

）
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
申
立
人
に
通
報
の
事
実
を
証
明
す
る
根
拠
資
料
を
提
出
す

る
よ
う
求
め
た
。

イ

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日
、
申
立
人
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
機
能
の
印
刷
画
面
の
提
出
が
あ
っ
た
。
印
刷
画
面
に
よ
れ
ば
、
通
報
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
申
立

人
の
後
援
会
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
を
介
し
て
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
通
報
者
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
者
）
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
名
、
通
報
内

容
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
通
報
内
容
に
は
疑
問
票
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
、
公
平
性
を
欠
く

指
示
を
し
て
い
た
と
さ
れ
る
「
○
○
○
○
○
（
以
下
「
Ａ
」
と
い
う
。
）
」
の
氏
名
が
明
記

さ
れ
て
い
た
。

ウ

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日
、
Ａ
の
存
在
を
確
認
す
る
た
め
当
委
員
会
は
、
公
選
法
第

二
百
十
六
条
第
二
項
に
よ
り
準
用
す
る
行
服
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
開
票
所
に
お

い
て
開
票
事
務
に
従
事
し
て
い
た
全
職
員
（
以
下
「
開
票
事
務
従
事
者
」
と
い
う
。
）
の
名



簿
一
覧
（
以
下
「
名
簿
一
覧
」
と
い
う
。
）
、
開
票
事
務
従
事
者
の
当
日
受
付
簿
（
以
下
「

受
付
簿
」
と
い
う
。
）
を
市
委
員
会
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
た
。

エ

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日
、
市
委
員
会
よ
り
名
簿
一
覧
、
受
付
簿
の
提
出
が
あ
っ
た
。

提
出
さ
れ
た
資
料
か
ら
、
当
委
員
会
に
お
い
て
Ａ
の
存
在
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
名
簿
一
覧

に
は
Ａ
の
記
載
は
な
く
、
ま
た
、
受
付
簿
に
お
い
て
も
Ａ
の
受
付
が
さ
れ
た
記
録
は
な
か
っ

た
。

オ

平
成
三
十
年
二
月
八
日
、
Ａ
の
存
在
を
再
確
認
す
る
た
め
当
委
員
会
は
、
公
選
法
第
二
百

十
六
条
第
二
項
に
よ
り
準
用
す
る
行
服
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
Ａ
は
当
日
事
務
従

事
者
と
し
て
開
票
所
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
ま
た
、
申
立
人
が
主
張
す
る
よ
う
な
発

言
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
質
問
を
市
委
員
会
に
文
書
で
行
っ
た
。

カ

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日
、
市
委
員
会
よ
り
Ａ
の
存
在
等
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
す
る
回

答
が
文
書
で
な
さ
れ
た
。
市
委
員
会
の
回
答
に
よ
れ
ば
、
Ａ
は
本
件
選
挙
に
お
い
て
、
投
票

事
務
及
び
開
票
事
務
の
ど
ち
ら
に
も
従
事
し
た
事
実
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
右
記
受
付
簿
に

お
い
て
受
付
さ
れ
た
者
に
の
み
、
開
票
所
内
に
入
場
で
き
る
腕
章
を
配
布
し
て
お
り
、
腕
章

を
つ
け
て
い
な
い
者
は
開
票
所
内
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
当
日
受
付
簿
に
受
付
さ

れ
て
お
ら
ず
、
腕
章
を
配
布
さ
れ
て
い
な
い
Ａ
が
会
場
に
入
場
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

「
疑
問
票
の
判
断
に
つ
い
て
公
平
性
を
欠
く
処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
。
」
と
の
市
職
員
か
ら

（二）
の
通
報
に
対
し
て
、
市
委
員
会
が
行
っ
た
と
す
る
調
査
の
事
実
関
係
等
を
確
認
す
る
た
め
、
当

委
員
会
は
、
市
委
員
会
に
対
し
、
職
権
に
よ
り
必
要
な
資
料
の
提
出
及
び
質
問
を
求
め
た
。
そ

の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日
、
当
委
員
会
は
、
公
選
法
第
二
百
十
六
条
第
二
項
に
よ
り
準

用
す
る
行
服
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
市
委
員
会
に
調
査
の
事
実
を
証
明
す
る
根
拠

資
料
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
た
。

イ

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
二
日
、
市
委
員
会
よ
り
、
選
挙
会
の
責
任
者
等
へ
の
聞
き
取
り

調
査
の
結
果
を
記
録
し
た
資
料
（
以
下
「
聞
き
取
り
調
査
資
料
」
と
い
う
。
）
の
提
出
が
あ

っ
た
。
聞
き
取
り
調
査
資
料
に
よ
れ
ば
、
調
査
は
八
月
上
旬
に
、
市
委
員
会
事
務
局
長
が
、

開
票
事
務
（
有
効
投
票
係
、
集
計
係
・
パ
ソ
コ
ン
係
、
調
査
係
、
無
効
分
類
係
）
の
責
任
者

等
八
名
に
対
し
て
聞
き
取
り
を
行
う
形
で
行
わ
れ
、
八
名
の
調
査
対
象
者
は
い
ず
れ
も
「
内

部
通
報
に
あ
っ
た
よ
う
な
事
実
や
指
示
は
無
か
っ
た
。
」
と
回
答
し
て
い
た
。



ウ

右
記
ア
、
イ
に
よ
れ
ば
、
申
立
人
が
主
張
す
る
通
報
に
お
い
て
記
載
さ
れ
て
い
た
「
公
平

性
を
欠
く
指
示
を
し
て
い
た
と
さ
れ
る
選
管
職
員
Ａ
」
は
開
票
事
務
従
事
者
と
し
て
開
票
所

に
存
在
せ
ず
、
そ
の
信
憑
性
を
欠
く
一
方
で
、
市
委
員
会
に
お
い
て
は
調
査
対
象
の
氏
名
等

を
明
確
に
し
た
上
で
、
開
票
事
務
従
事
者
の
責
任
者
等
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

市
委
員
会
の
調
査
の
内
容
に
不
合
理
な
点
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

よ
っ
て
、
通
報
内
容
に
つ
い
て
は
そ
の
信
憑
性
に
乏
し
く
、
当
委
員
会
と
し
て
は
、
当
該
内

容
を
証
拠
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

三

申
立
理
由
六
に
つ
い
て
（
開
票
事
務
に
お
け
る
人
員
配
置
）

平
成
三
十
年
二
月
八
日
、
開
票
事
務
に
お
け
る
人
員
配
置
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
組
織
が

（一）
ど
の
よ
う
な
基
準
で
配
置
し
て
い
た
の
か
事
実
関
係
を
確
認
す
る
た
め
、
当
委
員
会
は
、
公
選

法
第
二
百
十
六
条
第
二
項
に
よ
り
準
用
す
る
行
服
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
市
委
員
会

に
対
し
文
書
で
質
問
を
行
っ
た
。

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日
、
市
委
員
会
よ
り
人
員
配
置
に
つ
い
て
の
回
答
が
文
書
で
な
さ
れ

（二）
た
。
市
委
員
会
の
回
答
に
よ
れ
ば
、
人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
市
委
員
会
事
務
局
が

行
っ
て
お
り
、
今
回
の
選
挙
で
配
置
の
考
え
方
等
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
具
体
的
に
は
、
人
事

課
に
開
票
作
業
に
必
要
な
人
員
数
を
伝
え
、
人
事
課
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
職
員
を
、
役
職
・
年

齢
・
開
票
事
務
の
経
験
値
等
を
勘
案
し
て
配
置
し
て
い
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
開
票
事
務
の
人
員
配
置
は
市
委
員
会
事
務
局
が
事
務
的
に
配
置
し
て
お

（三）
り
、
現
市
長
で
あ
る
仲
川
候
補
の
意
向
に
よ
り
、
自
ら
の
側
近
職
員
を
意
図
的
に
配
置
し
て
い

る
事
実
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
当
選
人
を
決
定
し
た
機
関
の
構
成
や
決
定
手
続
き

に
違
法
が
あ
る
と
は
い
え
ず
、
当
委
員
会
と
し
て
は
、
申
立
人
の
主
張
を
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

四

申
立
理
由
七
に
つ
い
て
（
報
道
機
関
の
出
口
調
査
）

市
委
員
会
の
決
定
書
の
と
お
り
、
報
道
機
関
の
出
口
調
査
の
結
果
は
、
報
道
機
関
各
社
が
市
内

の
投
票
所
（
期
日
前
投
票
所
を
含
む
）
を
任
意
に
抽
出
し
、
投
票
に
来
た
選
挙
人
を
抽
出
し
た
う

え
で
調
査
を
行
う
と
い
っ
た
、
限
ら
れ
た
標
本
に
基
づ
く
サ
ン
プ
ル
調
査
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
一

定
量
の
誤
差
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
報
道
機
関
の
出
口
調
査
の
結
果
と
実
際
の

開
票
結
果
に
相
違
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
開
票
作
業
の
違
法
性
を
疑
う
合
理
的
な
証
拠
と
は

な
ら
な
い
。

五

申
立
理
由
八
に
つ
い
て
（
春
日
部
市
長
選
挙
に
お
け
る
再
点
検
）



申
立
人
は
、
春
日
部
市
長
選
挙
に
お
い
て
春
日
部
市
選
挙
管
理
委
員
会
が
再
点
検
を
行
っ
た
事

例
を
挙
げ
、
本
件
選
挙
に
お
い
て
も
同
様
に
再
点
検
す
べ
き
旨
を
主
張
し
て
い
る
が
、
公
選
法
第

二
百
十
六
条
第
二
項
に
よ
り
準
用
す
る
行
服
法
第
三
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
は
、
「
審
査
庁
は
、

審
査
請
求
人
若
し
く
は
参
加
人
の
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
必
要
な
場
所
に
つ
き
、
検
証
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
検
証
を
行
う
か
否
か
は
、
簡
易
迅
速
か

つ
公
正
に
審
理
を
行
う
観
点
か
ら
、
審
査
庁
が
合
理
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
判
断
は
審
査
庁
で
あ
る
当
委
員
会
の
個
別
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
春
日
部

市
選
挙
管
理
委
員
会
が
再
点
検
を
行
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
開
票
の
再
点
検
を
行
う
こ
と
を
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

六

申
立
理
由
九
に
つ
い
て
（
有
効
無
効
の
判
断
等
に
つ
い
て
）

開
票
所
に
お
け
る
有
効
無
効
の
判
断
は
、
公
選
法
第
六
十
七
条
に
お
い
て
「
投
票
の
効
力
は
、

開
票
立
会
人
の
意
見
を
聴
き
、
開
票
管
理
者
が
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
、
本
件
選
挙
に
お
い
て
も
開
票
立
会
人
が
確
認
し
そ
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
開
票
管

理
者
が
決
定
し
て
お
り
、
法
の
規
定
に
よ
り
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。
申
立
人
が
主
張
す
る
有
効

無
効
決
定
の
具
体
的
な
内
容
や
理
由
に
つ
い
て
も
、
申
立
人
の
選
挙
立
会
人
も
含
め
候
補
者
選
出

の
す
べ
て
の
選
挙
立
会
人
に
対
し
、
個
々
の
疑
問
票
の
有
効
無
効
の
判
断
及
び
票
束
の
掲
示
確
認

が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
立
会
人
が
確
認
印
を
押
し
て
い
る
以
上
、
改
め
て
再
点
検
を
行
い
、
そ
の

内
容
等
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
こ
と
を
必
要
と
す
る
に
足
る
合
理
的
な
理
由
は
認
め
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
申
立
人
は
、
山
下
候
補
の
開
票
立
会
人
が
開
票
録
に
署
名
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と

に
言
及
し
て
い
る
。
確
か
に
、
山
下
候
補
の
開
票
立
会
人
が
署
名
す
べ
き
責
務
を
有
す
る
（
公
選

法
第
七
十
条
）
開
票
録
に
署
名
し
て
い
な
い
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
判
例
上
、
こ
の
こ
と
は
開

票
終
了
後
に
お
け
る
単
な
る
手
続
違
反
の
こ
と
と
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
、
選

挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
虞
が
あ
る
と
は
解
さ
れ
な
い
（
例
え
ば
、
福
岡
高
等
裁
判
所
昭
和
二

十
七
年
十
二
月
十
八
日
判
決
）
。
つ
ま
り
、
開
票
録
は
開
票
終
了
後
に
お
け
る
記
録
と
し
て
の
一

種
の
証
明
文
書
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
に
立
会
人
の
署
名
を
欠
く
と
い
う
形
式
的
な
不
備
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
当
選
の
効
力
を
決
定
す
る
に
至
る
有
効
無
効
の
判
断
等
に
つ
い
て
、
法
的
な
瑕
疵
が
あ

る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
の
と
お
り
、
申
立
人
が
主
張
す
る
本
件
選
挙
に
関
す
る
疑
義
に
つ
い
て
は
一
般
的
な
可
能
性
や

憶
測
に
基
づ
い
た
主
張
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
開
票
手
続
き
の
具
体
的
な
違
法
性
が
認
め
ら
れ
な

い
以
上
、
判
例
に
照
ら
し
、
○一
当
選
人
を
決
定
し
た
機
関
の
構
成
や
決
定
手
続
き
の
違
法
、
○二
各
候
補



者
の
有
効
得
票
数
の
算
定
手
続
き
の
違
法
、
○三
当
選
人
と
な
り
う
る
資
格
の
有
無
の
認
定
に
つ
い
て
の

違
法
が
あ
る
と
は
い
え
ず
、
申
立
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。

よ
っ
て
、
当
委
員
会
は
主
文
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
二
十
六
日

奈
良
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

中

川

清

孝


